
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 農業地域における水質保全対策のモデル分析 

水質保全対策を効果的に施行するためには，対策の影響を数理モ
デルシミュレーションによって推定することが重要です．水環境
保全研究室では，低平地農業地帯において環境保全型農業その他
の水質保全対策の効果を推定するための数理モデルの開発および
モデルによるシナリオ分析を実施しています．

水田では代かき作業や肥料成分の溶出により田
面水中の負荷物質濃度が高まります．灌漑水量
を節水型とし，欠口高さを高めに設定する止め水
かんがいを実施することで表面排水量および排
出負荷量を抑制することが可能です．

灌漑期間の表面排水量および田面水位は1段のタン
クモデルを用いて精度良く再現されます．

水管理による排出負荷量の抑制効果についてシナリオ分析
を行いました．管理水位が低いほど，また欠口高さが高いほ
どT-Pの差引き排出負荷量が減少することが分かりました．

流域における水質保全対策の効果を評
価するため，土地利用毎の水・物質の発
生と排出過程を表現するメッシュモデル
と，クリーク内の水・物質移動を表現する
クリークモデルを統合した流域水質モデ
ルを作成しました．

化学肥料の削減や緩効性肥料の導入により畑地か
らの排出負荷量が削減された場合の，クリークにお
ける水質濃度の変化を予測しました．シミュレーショ
ンの結果，降雨流出に伴う水質濃度のピークが大き
く低下することが分かりました．

負荷物質濃度の高い表面排水を抑制する．

灌漑水量を節
水型に調整
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タンクモデルによる表面排水量の現況再現計算

【水田における止め水かんがいの水質保全効果】
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水管理による排出負荷量抑制効果の推定

対象流域のクリーク網

流域の数理モデルの概要
畑地における減肥のクリーク水質保全効果の推定
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【畑地における施肥削減による流域の水質保全効果】
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